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チャレンジ
「
訪
問・送
迎・宿
泊
型
」の

自
立
支
援
、
自
活
準
備
支
援

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
・
一
般
社
団
法
人
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
支
援
機
構

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る

子
ど
も
・
若
者
の
自
立
支
援
に
取
り
組
む

　
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
に
あ
る
一
般
社
団
法
人
パ
ー
ソ

ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
支
援
機
構
は
、「
誰
も
が
平
等
に
、

自
分
ら
し
く
、
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
」
を
理
念

に
、
生
き
づ
ら
さ
や
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
子

ど
も
や
若
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
自
立
や
社
会
参

画
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
主
な
事
業
で
は
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
状
態
な

ど
の
子
ど
も
・
若
者
を
対
象
に
し
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
を
は
じ
め
、
就
労
訓
練
事
業
所
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

支
援
を
一
体
的
に
行
う
「
ふ
ら
っ
と
」
を
運
営
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
令
和
元
年
度
か
ら
鹿
児
島
県
の
地

域
自
殺
対
策
強
化
事
業
を
受
託
し
、
電
話
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
の
自
殺
相
談
を
実
施
し
て
お
り
、
不
登
校
・
ひ

き
こ
も
り
に
関
す
る
家
族
か
ら
の
相
談
や
自
殺
相
談

に
対
し
、
訪
問
支
援
を
自
主
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
る
。

　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
子
ど
も
・
若
者
の

支
援
を
行
う
う
え
で
の
地
域
課
題
に
つ
い
て
、
代
表

理
事
の
大
倉
一
真
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
当
法
人
が
活
動
拠
点
に
す
る
鹿
屋
市
を
含
め
た

鹿
児
島
県
大
隅
地
域
（
4
市
5
町
）
は
、
東
京
都
と

ほ
ぼ
同
じ
面
積
が
あ
る
の
に
対
し
、
公
共
交
通
機
関

の
種
類
や
本
数
が
非
常
に
乏
し
く
、
居
住
地
に
よ
っ

て
は
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
、
生
活
困
窮
状
態
の
あ

る
人
へ
の
支
援
が
届
き
づ
ら
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
大
隅
地
域
の
公
的
支

援
の
ほ
と
ん
ど
が
通
所
型
支
援
で
あ
る
た
め
に
、
移

動
手
段
を
も
て
な
か
っ
た
り
、
自
身
で
の
移
動
そ
の

も
の
が
障
壁
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
と
く
に
生
活
困
窮
状
態
で
車
を
所
有
で
き
な
か

っ
た
り
、
交
通
費
が
支
払
え
な
か
っ
た
り
す
る
家
庭

の
場
合
、
社
会
資
源
に
つ
な
が
る
こ
と
は
困
難
で
、

孤
立
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
」（
以
下
、「  
」

内
は
大
倉
氏
の
説
明
）。

居
住
地
や
経
済
的
問
題
に
関
わ
ら
ず

支
援
を
提
供

　
こ
の
よ
う
な
地
域
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
同
法

人
は
令
和
元
～
３
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

居
住
地
や
経
済
的
な
理
由
で
支
援
と
つ
な
が
る
こ
と

が
困
難
な
子
ど
も
・
若
者
を
対
象
に
し
た
居
場
所
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
令
和
元
～
2
年
度
事
業
は
、
送
迎
支
援
を
行
う
居

場
所
を
開
設
し
、
学
習
支
援
や
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
就
労
体
験
な
ど
の
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
に
取
り
組
ん
だ
。

　
令
和
3
年
度
事
業
は
、「『
訪
問
・
送
迎
・
宿
泊
型
』

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
自
活
準
備
支
援
事
業
」
と
し

て
、
居
場
所
支
援
を
強
化
・
広
域
化
さ
せ
る
と
と
も

に
、
自
立
を
目
指
す
若
者
に
対
し
て
生
活
と
就
労
を

一
体
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
居
場
所
支
援
事
業
、
②
自
活
準
備
ホ
ー

ム
事
業
を
実
施
し
た
。

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
一
般
社
団

法
人
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
支
援
機
構
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

 WAM から ひと言

　公共交通機関が乏しい地域でも地域
全体の対象者に支援を届けることを目
標に、居場所拠点を3箇所置き、送迎
を行ったことは、団体の「一人も取り
残さない」という強い信念を感じます。
また、訪問支援により不登校や引きこも
り状態の要因が家庭環境にあることが
明らかになった場合、保護者のケアや家
事の支援も行われました。こうした対象
者への包括的支援と、不登校から就職ま
で支援が受けられるシステムの構築に
より、一時的ではなく寄り添い続ける支
援を可能としたことが、対象者の自立の
実現につながったと思われます。
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大
隅
地
域
３
カ
所
で
居
場
所
支
援
を
実
施

　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
居
場
所
支
援
事
業
は
、
居

住
地
や
経
済
的
問
題
な
ど
の
家
庭
事
情
に
関
わ
ら

ず
、
学
習
支
援
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
の
機
会
を

提
供
す
る
居
場
所
支
援
を
実
施
し
、
自
立
の
き
っ
か

け
と
な
る
興
味
・
関
心
の
芽
生
え
を
後
押
し
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。

　
居
場
所
の
開
設
場
所
は
、
大
隅
地
域
の
中
間
に
位

置
す
る
鹿
屋
市
の
法
人
本
部
（
週
2
～
5
日
開
催
）

の
ほ
か
、
大
隅
地
域
の
北
部
と
南
部
（
各
週
1
日
開

催
）
に
も
居
場
所
を
設
け
、
地
域
全
体
を
カ
バ
ー
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
。
送
迎
の
体
制
と
し
て
は
、
送

迎
車
を
令
和
2
年
度
の
3
台
か
ら
５
台
に
増
や
し
、

ル
ー
ト
を
拡
充
し
た
こ
と
で
、
居
場
所
の
利
用
者
数

（
約
２
０
０
回
開
催
）は
、年
間
延
べ
１
９
２
０
人（
実

人
数
46
人
）
に
達
し
、
あ
ら
た
め
て
支
援
ニ
ー
ズ
が

高
い
こ
と
が
う
か
が
え
た
と
い
う
。

　「
居
場
所
の
活
動
で
は
、
学
習
支
援
や
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
活
動
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
行
う
と
と
も
に
、

管
理
栄
養
士
の
ス
タ
ッ
フ
が
つ
く
っ
た
料
理
を
利
用

者
全
員
が
楽
し
み
な
が
ら
食
事
を
す
る
機
会
を
つ
く

り
ま
し
た
。
ま
た
、
体
験
活
動
の
企
画
内
容
は
、
す

べ
て
利
用
者
と
の
会
話
の
な
か
か
ら
考
え
る
こ
と
に

よ
り
興
味
・
関
心
を
引
き
出
す
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
菓
子
作
り
や
バ
イ
ク
の
整
備

士
に
な
り
た
い
と
い
う
利
用
者
が
い
た
こ
と
か
ら
、

ケ
ー
キ
店
や
バ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
依
頼
し
て
体
験
活

動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
整
備
士
に
な
り
た

か
っ
た
利
用
者

は
、
高
校
を
中

退
し
て
い
ま
し

た
が
、
通
信
制

高
校
に
再
入
学

し
、
卒
業
後
に

バ
イ
ク
整
備
の
仕
事
に
就
職
し
て
資
格
取
得
に
つ
な

が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」。

居
場
所
支
援
と
と
も
に

訪
問
支
援
に
取
り
組
む

　
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
、
居
場
所
支
援
で
は
な
く
在
宅
で
の
個
別
支
援

を
希
望
し
た
74
人
に
対
し
、
年
間
約
１
０
０
０
回
の

訪
問
支
援
を
行
っ
た
。

　
訪
問
支
援
の
体
制
と
し
て
は
、
初
回
は
支
援
の
見

立
て
を
す
る
た
め
、
精
神
保
健
福
祉
士
と
臨
床
心
理

一般社団法人
パーソナルサービス支援機構
「訪問・送迎・宿泊型」不登校・ひきこもり自活準備支援事業

令和3年度事業

【事業概要】
　居住地の公共交通機関が乏しいことや、経済的な家庭事情を理由
に支援とつながることが困難な不登校・ひきこもり状態の子ども・
若者を対象に、「訪問・送迎」を軸とした居場所支援を行うとともに、
「宿泊型」の自活準備支援を実施する事業

【実施内容】
◆�不登校・ひきこもり居場所支援事業
不登校やひきこもり状態の子ども・
若者に対し、居住地や経済的な家庭
事情にかかわらず、学習や体験活動
の機会を提供するため、訪問・送迎
を行う居場所支援を実施

◆自活準備ホーム事業
宿泊型の自活準備ホームを開設し、
自立を目指す 15 歳以上の若者を
対象に、就労訓練や職場定着に向
けたフォロー、食事の提供など、
生活と就労の一体的な支援を行う

事業概要

【成果】
◆居場所支援事業は、大隅地域の中間に位置する
法人本部のほか、北部と南部の3カ所で実施し、
延べ1920人の子ども・若者が利用した
　　さらに、コロナ禍で居場所の利用ではなく、
在宅支援を希望する 74 人に対し、約 1000
回の訪問支援を行った。居場所での活動や訪問
支援により、利用者の復学や進学、就職につな
がるケースもあった

◆自活準備ホーム事業では、自立を目指した17
～44歳の男性4人と女性4人の計8人が利用
した。生活支援とともに企業と連携して就労訓
練や職場定着のフォローを行うことにより、利
用者8人のうち、6人が就職に結びついた
　　自活準備ホームの利
用経路は、同法人への直
接相談以外にも行政福
祉課、生活困窮窓口、児
童相談所などからの依
頼があり、このような仕
組みが地域に必要であ
ることが公的機関に共
有されることとなった

助成額

700万円

自活準備ホーム

17 ●WAMー2023.7

居場所では学習支援や体験活動の機会を提供する
ほか、管理栄養士がつくった食事を毎回提供した

居場所での農業体験のあとに、収穫した野菜を楽
しみながら食する利用者

WAM助成
e -ライブラリー
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士
の
資
格
を
有
す
る
大
倉
氏
が
担
い
、
ケ
ー
ス
に
応

じ
て
看
護
師
や
管
理
栄
養
士
、
教
員
な
ど
の
ス
タ
ッ

フ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
継
続
的
に
訪
問
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　「
訪
問
支
援
を
行
う
大
き
な
意
味
と
し
て
は
、
不

登
校
や
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
っ
て
い
る
要
因
が
本

人
だ
け
の
課
題
で
は
な
く
、
家
庭
環
境
に
も
問
題
が

あ
る
こ
と
な
ど
が
み
え
て
く
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

保
護
者
の
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
場
合
は
看
護
師
が
支

援
に
介
入
し
た
り
、
家
庭
で
の
食
事
や
生
活
環
境
に

問
題
が
あ
る
場
合
は
、
管
理
栄
養
士
が
食
事
を
届
け

て
家
事
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
、
不
登
校

支
援
よ
り
も
保
護
者
へ
の
支
援
が
先
に
必
要
で
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
い
だ
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
」。

　
居
場
所
で
の
活
動
や
訪
問
支
援
を
通
し
て
、
利
用

者
と
の
関
係
性
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
発

的
に
悩
み
や
困
り
ご
と
を
打
ち
明
け
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
、
本
音
で
対
話
が
で
き
る
よ
う
に
変
化
す
る

様
子
が
み
ら
れ
、
自
ら
の
意
思
で
学
校
へ
の
復
学
や

進
学
、
就
職
を
目
指
す
利
用
者
も
い
た
と
い
う
。

自
活
準
備
ホ
ー
ム
を
開
設
し
、

生
活
・
就
労
を
一
体
的
に
支
援

　
自
活
準
備
ホ
ー
ム
事
業
で
は
、
法
人
本
部
の
近
隣

に
宿
泊
型
の
自
活
準
備
ホ
ー
ム
を
開
設
し
、
生
活
と

就
労
を
一
体
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

　
自
活
準
備
ホ
ー
ム
は
、
個
室
3
室
と
共
用
ス
ペ
ー

ス
の
リ
ビ
ン
グ
を
備
え
た
、
男
性
棟
・
女
性
棟
の
2

棟
を
開
設
。
支
援
対
象
は
自
立
を
目
指
す
15
歳
以
上

の
若
者
と
し
、
助
成
期
間
中
に
17
～
44
歳
の
男
女
4

人
ず
つ
の
計
8
人
が
利
用
し
た
。

　「
利
用
経
路
と
し
て

は
、
当
法
人
に
直
接
相

談
さ
れ
る
以
外
に
も
、

行
政
の
福
祉
課
、
生
活

困
窮
に
関
す
る
窓
口
、

児
童
相
談
所
な
ど
か
ら

の
紹
介
も
あ
り
ま
し

た
。
利
用
者
の
な
か
に

は
、
児
童
養
護
施
設
の

退
所
後
に
就
職
し
た
企

業
を
辞
め
、
保
証
人
が

い
な
い
た
め
に
住
ま
い

を
確
保
で
き
な
か
っ
た

り
、
再
就
職
で
き
ず
に

ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
に
な

っ
て
い
た
男
性
や
、
義

父
か
ら
性
的
虐
待
を
受

け
、
家
出
し
た
女
性
と
自
殺
相
談
で
つ
な
が
り
、
警

察
と
連
携
し
な
が
ら
受
け
入
れ
る
な
ど
深
刻
な
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
シ
ェ
ル
タ
ー
的
な
役
割
も
果
た
し
て
い

ま
す
」。

　
生
活
支
援
と
し
て
は
、
定
期
的
な
面
談
や
食
事
の

提
供
、
必
要
に
応
じ
て
金
銭
管
理
や
社
会
性
を
身
に

付
け
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
就
労
訓
練

で
は
、地
域
の
複
数
の
企
業
と
連
携
協
定
書
を
結
び
、

開
発
し
た
就
労
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
者
に
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
と
と
も
に
、
職
場
へ
の
送
迎
や
定
着
に

向
け
た
伴
走
型
支
援
を
行
っ
た
。

　「
大
隅
地
域
は
、
1
次
産
業
が
盛
ん
で
、
当
法
人

は
行
政
や
農
業
関
係
の
企
業
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど

の
多
様
な
主
体
が
集
ま
る
『
大
隅
半
島
ノ
ウ
フ
ク
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
』
と
い
う
組
織
の
監
事
を
し
て
い
る

関
係
で
、
企
業
と
の
つ
な
が
り
が
多
く
あ
り
ま
す
。

※
6
次
産
業
化
し
て
い
る
企
業
も
少
な
く
な
い
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
企
業
側
に
と
っ
て
も
人
手
不
足
が
深
刻

な
状
況
の
た
め
、
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
就
労
訓
練
を
経
て
、
雇
用
に
結
び
つ
い
た
後
も

自
活
準
備
ホ
ー
ム
で
生
活
を
続
け
て
も
ら
い
、
勤
務

先
へ
の
送
迎
や
食
事
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
た
め
に
必
要
な
費
用
を
貯
蓄

し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、利
用
者
8
人
の
う
ち
、

6
人
が
就
職
に
結
び
つ
き
ま
し
た
」。

　
一
方
、
当
初
の
計
画
で
は
入
居
期
間
は
3
～
6
カ

月
程
度
を
想
定
し
て
い
た
が
、
利
用
者
の
メ
ン
タ
ル

面
や
複
雑
な
課
題
背
景
も
あ
り
、
1
年
以
上
の
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
な
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　「
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
支
援
を
行
う
こ
と
が

重
要
に
な
る
た
め
、
や
は
り
3
～
6
カ
月
の
期
間
で
※6次産業化…�１次産業としての農林漁業と、2次産業としての製造業、3次産業としての小売業等の事業との

総合かつ一体的な推進を図り、地域資源を活用した新たな付加価値を生み出す取り組み。
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男女各 1 棟ずつ開設した自活準備ホー
ム。居室はすべて個室で、共用スペー
スとしてリビングを設置

大隅地域北部の居場所では、地域住民の協力のもと弓道体験を行った
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
支
援
の
仕
組
み
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
だ
け
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
抱
え
た
人
た
ち
を
の
自
立
に
は
結
び
つ
か
ず
、

長
い
時
間
を
費
や
し
て
も
本
音
で
対
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
こ
そ
、
支
援
の
仕
組
み
が
活
き
て
く
る

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

地
域
に
必
要
な
支
援
と
し
て

認
知
が
広
が
る

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
地
域
課
題
に
対
応
し

た
居
場
所
支
援
を
実
施
し
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
・

若
者
に
自
立
に
向
け
た
支
援
を
届
け
る
と
と
も
に
、

自
活
準
備
ホ
ー
ム
を
開
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活

と
就
労
を
一
体
的
に
支
援
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
た
。

　「
前
述
の
よ
う
に
自
活
準
備
ホ
ー
ム
の
相
談
経
路

は
、当
法
人
へ
の
直
接
相
談
に
来
ら
れ
る
以
外
に
も
、

行
政
福
祉
課
や
生
活
困
窮
窓
口
、
児
童
相
談
所
な
ど

か
ら
の
紹
介
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
地
域

に
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
公
的
機
関
内
で
も
顕

著
と
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
」。

　
助
成
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、
令
和
５
年
4
月

に
肝
付
町
で
新
た
に
「
不
登

校
児
童
生
徒
支
援
室
」
を
立

ち
上
げ
、
同
法
人
が
送
迎
支

援
・
家
族
支
援
を
含
め
た
運

営
を
受
託
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
。
公
設
民
営
と
い
う

か
た
ち
で
教
育
分
野
の
事
業

委
託
を
行
っ
た
の
は
県
内
初

で
あ
り
、
大
き
な
注
目
を
集

め
て
い
る
と
い
う
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
事
業
を
継
続
し
て
い
く

た
め
に
、
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
る
必
要
性
が
あ
る

と
し
て
い
る
。

　「
私
は
鹿
児
島
市
内
の
大
学
で
福
祉
分
野
に
関
す

る
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
人
材
育
成
の

一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
法
人
の
取
り
組
み
は

自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
人
た
ち
と
顔
の
見

え
る
関
係
を
つ
く
り
な
が

ら
、
連
携
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

の
福
祉
を
担
う
人
た
ち
と
関

わ
り
、
将
来
的
に
協
力
し
あ

う
こ
と
に
よ
り
、『
み
ん
な

で
地
域
を
支
え
、
誰
も
が
活

躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
』
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」。

　
居
住
地
や
経
済
的
な
理
由

か
ら
支
援
に
結
び
つ
き
に
く

い
と
い
う
地
域
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
訪
問
・
送
迎
・

宿
泊
型
の
支
援
を
行
う
同
法

人
の
取
り
組
み
が
全
国
に
広

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

　現在、国が各自治体に重層的支援
体制の整備を推進するように働きか
けているなかで、当法人もその社会
資源の一つとなることを常に意識し、
地域課題に向き合いながら仕組みづ
くりに取り組んできました。
　とくに、WAM 助成で実施した不
登校・ひきこもり状態の子ども・若

者の自立に向けた支援や自活準備ホームの運営は、子どもの減
少による過疎化や地場産業の担い手不足といった現状を考える
と、分野横断的に持続していかなくてはならない事業だと考え
ています。
　今後は、長期的に継続可能な事業とするためにも、支援実績
をもとに行政への政策提言を進め、制度化を目指していきたい
と考えています。

一般社団法人パーソナルサービス支援機構

代表理事　大倉  一真氏

事業の制度化を目指す

〒 893−0064　鹿児島県鹿屋市西原 2 丁目 18−33
TEL/FAX： 0994−37−5639
U R L： https://kanoya-ps.com
設　　立：平成 30 年 10 月
代表理事：大倉　一真

◆団体概要
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自活準備ホームの利用者が就労訓練に
取り組んでいる様子
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